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高
槻
病
院
で
は
、
正
常
な
組
織
を

で
き
る
だ
け
傷
つ
け
ず
に
手
術
す
る

低
侵
襲
に
よ
る
人
工
関
節
手
術
（
Ｍ

Ｉ
Ｓ
）
を
行
っ
て
い
る
。
特
長
と
し

て
は
術
後
の
痛
み
や
腫
れ
は
少
な
く

な
り
、
リ
ハ
ビ
リ
も
早
期
に
着
手
で

き
る
こ
と
で
入
院
が
短
く
な
る
。
膝

関
節
の
手
術
を
行
う
際
は
、
膝
蓋
骨

を
避
け
て
行
う

が
、
筋
肉
を
切

ら
ず
に
膝
蓋
骨

を
ず
ら
す
方
法

を
採
用
。
手
術

と
し
て
は
難
易

度
が
高
く
な
る

が
、
術
後
の
回
復
も
早
く
、
痛
み
も

少
な
い
。

ま
た
、
同
病
院
は
、
部
分
関
節
置

換
手
術
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

「
関
節
の
変
形
が
あ
ま
り
す
す
ん
で

い
な
い
方
に
は
負
担
の
少
な
い
部
分

関
節
置
換
手
術
を
選
択
し
ま
す
。
患

者
さ
ん
自
身
の
関
節
の
大
部
分
を
温

存
す
る
手
法
な
の
で
、
全
置
換
術
よ

り
も
体
に
か
か
る
負
担
が
少
な
く
、

筋
肉
を
傷
つ
け
ま
せ
ん
。」

平
中
崇
文
医
師
は
、
30
年

以
上
に
わ
た
り
部
分
人
工
関

節
を
用
い
た
手
術

を
行
っ
て
い
る
英

国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
大
学
附
属
病

院
に
留
学
。
そ
こ

で
、
部
分
人
工
関

節
の
研
究
を
行
う

傍
ら
、
手
術
の
手
技
を
習
得
し
た
。

現
在
、
同
院
で
は
膝
の
人
工
関
節
の

約
３
分
の
１
を
こ
の
方
法
で
行
っ
て

い
る
。（
２
０
１
２
年
か
ら
２
０
１
５

年
の
４
年
間
で
行
っ
た
人
工
関
節
手

術
１
１
５
９
件
の
う
ち
部
分
人
工
関

節
手
術
は
５
９
５
件
）

「
患
者
さ
ん
の
多
く
が
、
片
方
だ
け

で
は
な
く
両
膝
に
悩
み
を
持
ち
ま

す
。
両
膝
を
片
方
ず
つ
２
回
に
渡
っ

て
手
術
す
る
の
に
比
べ
、
両
膝
同
時

手
術
は
１
回
の
手
術
で
両
膝
の
痛
み

を
軽
減
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。」
と
平
中
医
師
。
両
膝
同
時
手

術
は
身
体
的
な
負
担
と
費
用
の
軽
減

や
完
治
す
る
ま
で
の
時
間
の
短
縮
な

ど
が
期
待
で
き
る
。
こ
の
３
年
間
で

人
工
膝
関
節
手
術
を
受
け
た
８
２
８

名
の
患
者
の
う
ち
２
８
０
名
が
両
膝

同
時
手
術
を
受
け
て
い
る
。「
負
担

の
少
な
い
手
術
（
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
を
行
う

こ
と
で
、
高
齢
者
の
方
へ
の
手
術
の

可
能
性
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。80

歳
以
上
の
患
者
さ
ん
で
も
手
術

を
受
け
ら
れ
、
そ
の
後
も
元
気
に
過

ご
さ
れ
る
方
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
」
と
、
平
中
医
師
は
、
術
前
に
は

必
ず
患
者
と
そ
の
家
族
に
対
し
て
丁

寧
に
説
明
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い

る
。人

工
股
関
節
手
術
を
担
当
す
る

藤
代
高
明
医
師
は
、「
人
工
股
関
節

手
術
は
、
臼
蓋
骨
と
大
腿
骨
に
設
置

す
る
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
（
人
工
関
節
）

を
的
確
に
設
置
す
る
た
め
、
術
前
計

画
を
綿
密
に
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

術
中
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
見
な
が
ら
よ
り

正
確
な
手
術
を
目
指
し
ま
す
。」
と

語
る
。
低
侵
襲
手
術
に
よ
り
７
〜
10

㎝
程
度
の
創
で
の
手
術
を
行
い
、
股

関
節
機
能
に
重
要
な
筋
肉
組
織
を
温

存
し
、
患
者
様
の
動
作
制
限
を
必
要

と
し
な
い
低
侵
襲
で
の
安
定
し
た
手

術
に
努
め
て
い
る
。

同
院
で
は
年
に
１
度
「
あ
ゆ
み
会
」

と
い
う
手
術
を
受
け
た
患
者
に
よ
る

同
窓
会
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の

「
あ
ゆ
み
会
」
に
は
手
術
に
迷
っ
て
い

る
方
も
参
加
し
、
経
験
者
か
ら
体
験

談
を
聞
け
る
の
も
大
き
な
利
点
だ
。

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
多
く
の

人
が
人
工
関
節
に
対
す
る
正
し
い
知

識
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
講
演
活
動

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
負
担
の
少
な
い
術
式
を
用
い
る
こ

と
で
手
術
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
に
幸
せ

な
生
活
を
送
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
さ

ら
に
追
及
を
続
け
ま
す
」
と
平
中
医

師
は
思
い
を
語
る
。

体
へ
の
負
担
の
軽
減
を
優
先
し
筋
肉
を
傷
つ
け
な
い

低
侵
襲
手
術
に
よ
り
関
節
の
痛
み
か
ら
解
放
す
る
治
療
を
目
指
す

〒569-1192 大阪府高槻市古曽部町1-3-13
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部
分
人
工
関
節
手
術
で

早
期
の
回
復
が
可
能
に

高
槻
病
院
関
節
セ
ン
タ
ー
で
は
患
者
の
負
担
軽
減
を
第一に
考
え
て
、膝
や
股
関
節
の
痛
み
か
ら
解
放
さ
れ
て
健

や
か
な
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、人
工
関
節
手
術
や
部
分
人
工
関
節
、両
側
同
時
手
術
、人
工
股
関
節
手
術
を

行
う
。低
侵
襲
手
術
に
実
績
の
あ
る
平
中
崇
文
人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
長
と
股
関
節
手
術
を
担
当
す
る
藤
代
高
明

副
セ
ン
タ
ー
長
に
話
し
を
伺
っ
た
。

H O S P I T A L  D A T A

高
槻
病
院

社
会
医
療
法
人 

愛
仁
会

大阪府

人工関節手術実績
（2015年1月～12月）

膝関節 328件
股関節 61件
手術総数 389件

 

人工関節手術389件特集 膝・股関節 手術・治療●症例経験豊富な専門医に聞く
（2015年）

●負担の少ない部分人工関節を使用
し両膝同時に手術を行う

●現在建て替え工事が進む高槻病院新棟
（地上9階）

■診療科目／内科・消化器内科・循環器内
科・呼吸器内科・糖尿病内分泌内科・腎臓
内科・神経内科・神経科・小児科・新生児小
児科・小児外科・小児脳神経外科・産婦人
科・外科・消化器外科・心臓血管外科・呼吸
器外科・整形外科・脳神経外科・泌尿器科・
眼科・耳鼻いんこう科・皮膚科・形成外科・
リハビリテーション科・放射線診断科・放射
線治療科・病理診断科・麻酔科（中島正順）

関節センター長

平中 崇文
ひらなか・たかふみ／１９８８年神戸
大学医学部卒業。１９９８年より高
槻病院勤務、２０１０年より関節セン
ター開設。日本整形外科学会認定
整形外科専門医、神戸大学医学部
臨床准教授、医学博士。担当分野は
膝関節外科（人工膝関節、膝関節
鏡、十字靭帯手術）、人工股関節、股
関節周辺骨折など。

副関節センター長

藤代 高明
ふじしろ・たかあき／１９９７年神戸
大学医学部卒業。医学博士。2001
年より神戸大学付属病院にて勤務。
２００４年から2年間、米国クリーブ
ランドクリニックにて人工関節の基
礎研究に従事。２００９年神戸大学
整形外科特命助教。大学病院股関
節班のチーフを経て、２０１５年高
槻病院整形外科・関節センター副セ
ンター長就任。

患
者
へ
の
負
担
を
軽
減

両
側
同
時
手
術
を
実
施


